





    

    




    









        
『千二百七十四年、文永の役。千三百三十三年、鎌倉幕府滅亡。千三百三十八年、足利尊氏が征夷大将軍となる。千三百九十二年、南朝と北朝が合一。千四百六十七年…』
『稜加(りょうか)ちゃんすごーい！　教科書全部おぼえてるのー？』
『え…？　そんなの一回読めば十分暗記できるでしょ？』
『えー、無理だよー』
『コイツきっと、人間じゃねーんだよ！　人間じゃねーから、そんなこと出来るんだー』


『化け物だ、化け物！！』
『化ーけ物！！　化ーけ物！！』
『ちょっと、止めなよ男子！　化け物とかサイテー！　稜加ちゃんに謝りなよー』




　　完全記憶能力。物事を忘れることが出来ない、一種の、病気。昔はそれが普通だと思っていたから、自分が周りと違うと気づいたのは、小学校中学年のころだった。
　最初は私のことを庇ってた女子も、時がたつにつれ、少しずつ離れていった。



　
　街と呼ぶのもどうかと思うほど、小さな街のさらに隅のほうに母親と二人で住んでいた。兄弟はいない。父親はまだ私が幼いころに他界した。中学生になった今は、周りの人ともそこそこ上手くやってるし、親友こそいなかったが、昔のように虐められることもなくなった。

　
　今、中学校の総合で『自分の住む地域について調べる』ということをやっていた。そして、私達の班は『ジサツガオカ』の担当だった。

　
　ジサツガオカというのは学校のそばにある、小さな山。正式名称、燥刀峠(そうととうげ)。ジサツガオカと呼ばれているわけは、ある、伝説。


『ジサツガオカに登った人は
誰一人帰ってこられない。


それほど大きな山でもない。
危険な動物も少ない。


ならば、理由は一つ。


みんな自殺しているから。』

　
　中学生の男子なら面白がっても不思議じゃない。


「実際に登ってみるのが一番だって！　行ってみようぜ？」

　
　私の正面の席で、目を輝かせているのは、京也(きようや)。


「えぇ、でも、止めようよ、あたしは怖いし…」　


　私のとなりで小さく震えるのは、恋(れん)。


「なに？　くっだらない迷信、本気で信じてるの？」

　
　ナナメから、恋をからかうようにしているのは、啓(けい)だ。

　
　この四人が、同じ、『ジサツガオカ』グループ。




　　京也と啓が恋を説き伏せ、今週の土曜日にジサツガオカの入り口に集合となった。


　　私も、多少、恐怖はあったが、興味が無いわけではなかった。


「よし、時間通り、全員そろったな！」

　
　班長のくせに一番遅れてきた京也がなにをぬかすか。


「じゃあ、さっそく行くか」


　啓はもうさっさと歩き始めてしまっている。


「ちょ、ちょっと待って！　稜加も、はやく行こ！」


　恋に服の袖をひっぱられ、しかたなくついていく。




「なぁ、なぁ、伝説の原因って何だと思う？」


　ふと、思い出したように笑う京也に、啓が


「伝説の原因？」

　
　と、聞き返す。


「なにもないとこから、急に伝説は生まれないだろ。なにか元になった話しってかさ？　なにかしらあるだろ」


「んー…単純に、この辺で自殺する人が多かったんじゃないの？」
　恋が答えると、啓も笑った。


「わかんねーよ？　ほんとに俺等、生きて帰れなかったりしてさ」


「ちょっとー、そーゆーの止めてよー」

　
　恋の笑顔は少し崩れてきている。
「稜加はどう思う？」

　
　京也に急に話題を振られた。
「どうって…別に。わからない」


　京也は、ふぅん、と適当に返事をして、啓と二人で、あーでもない、こーでもないと色んな説を話し合っている。




　その後、二時間弱ほどのぼると、頂上の小川が見えてきた。


「なーんも無かったな。じゃあ、写真だけ撮って帰るか」
「つまんねーの」
　京也と啓が口を尖らせながらパシャパシャと写真を撮っていた。


　そして、啓が、ぴょいっと小川を飛び越えて、向こう側へ。


　着地する瞬間、一瞬、時間が止まったように思えたのは、気のせいだろう。


「おぉー！　こっちのが景色綺麗に見えるぞー」


　啓が、楽しそうに、コドモみたいに、走り回る。


　京也と恋が、何故か、自分達に言われているという自覚がないのか、ふと後ろを振り返った。

　あたり前に、誰もいるはずがない。

　京也が耳打ちしてきた。
「…あいつ、俺達に向かって言ってんのかな？」


　あたりまえじゃん？、と言い返すと、京也は不信そうな顔をした。
「いや、だって、普通しらない人にあんな風に話しかけないだろう？」

　
　知らない…人…？


「何、言ってんの？　あれ、三百六十度、どこからどうみても、啓じゃん？」
　そうすると、ますます不信そうな顔をする京也。
「…ケイ？　稜加、お前、あいつと知り合いなのか？」
「いや、知り合いも何も。ここまで一緒に登ってきたじゃん…？」
「え？　そうだったか、恋？」


「知らない…！　あたし稜加とずっと話してたけど…あんな人…」




　どういうこと？



　京也も恋も、啓のことを「忘れている」…？
「はやくこっち来いよー」

　啓が楽しそうに手をふっている。


　折角、声をかけてくれているのに無視するのはまずいと思ったのか、恋が小川をぴょいっと飛ぶ。


「待って―…」
　止めるのが遅かった。


　また着地の瞬間に時間が止まったかのような感覚。


「わぁ、ほんとにこっち眺めいいー！　京也と稜加もはやく来なよー」


　恋の呼ぶ声。


　そして京也は私にまた耳打ちをする。


「なんだ、あいつ？　なんで俺の名前しってるんだ…？」
　やっぱり！　あの小川を越えて、向こう側に着地した瞬間。向こう側にいった人間は、記憶から消される。他の人から忘れられる…！　
　でも、なんで？？　だったら何故、私だけは二人のことを覚えてるの？　
　もしかして、三人で私をからかってる？　いや、違う。三人の行動はとても演技には見えない。

　啓がぴょん、とこっち側に戻ってくる。
「どうした？　来ないのか？」
「あ、いや、その…行…きますから」


　最後の希望も断ち切られた。こっち側に戻ってきても、記憶は戻らないらしい。


「しゃーねーな…とりあえず、向こう行くか…」
「だめ、京也、待って―」
　間に合わない。京也が向こう側に着地する。
　大変だ。私の予想があってるとすれば…！
「おい、稜加！　どこ行くんだよ！」
　啓の声を無視して、私は今来た道を全速力で戻った。
　目指すは学校。今日は土曜日だから、まだ学校に先生がいるはず…！


　どのくらい走っただろうか、一分？　一時間？　わからない。でもそんなことはどうでもいい。

　はやく確かめなきゃ、はやく…！

　一秒一秒がやたらに長く感じた。


「はぁ…はぁ…はぁ…」


　やっと学校に着いた。玄関からなんて入らない。
　直接、職員室の窓を叩いた。


「おぉ、どうした稜加。確か今日はお前一人で燥刀峠いってきたんだよな？　大丈夫だったか？」

　一人？　やっぱり！　誰も三人のこと覚えてないんだ…！！
「先生！　学級名簿見せて下さい！」
　先生は「？」という表情をしつつも一度机に戻り、名簿を持ってきてくれた。
　…恋…京也…啓…。三人の名前が無い。
　そう。もう、三人は、この世に存在しない人間なんだ…。
　しばらくして、頭のおかしな三人の男女が施設に送られた、という話を聞いた。その三人の名は、恋。京也。啓。もちろん、自称。本名はまだ不明とされている。

　クラスの誰一人として、三人のことを覚えている人は居なかった。

　恋の家に言ってみたが、恋の両親は、子どもは、「愛(あい)」という三歳の娘だけだと言っていた。



　私は誰かに本当のことを話そうとした。だが、誰が信じてくれるというのだ？　私以外に三人のことを覚えている人間はいない。私が本当のことを訴えたとしたら、施設送りになる頭のおかしな人が一人増えるだけだ。












　　　これが、私だけが知っているジサツガオカの真実だ。
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